
（２）授業記録

学習活動 主な発問（Ｔ）と児童の反応（・） 留意点 ※評価

１ 前時で作った

ホウ酸水を観察

し，本時の学習問

題をとらえる。

２ 学習問題

３ 予想をたてる。

４ ５０度のホウ

酸水を水で冷や

し，ホウ酸を析出

させる実験をす

る。

５ 結果を共有し，

ホウ酸の析出に

ついてまとめる。

Ｔ：前回，ホウ酸水の温度を上げると溶ける量がどう変

わるかについて調べました。そのホウ酸水に変化が

ありました。

（ホウ酸が析出したホウ酸水を提示する。）

・何か出てきている。

・実験終わった時は，透明だった。

Ｔ：水にはホウ酸しか溶かさなかったから，これもホウ
酸です。なぜここに出てきたのでしょうか。

・時間が経つと，水の中にあるのが下にたまってくる。

・温度を上げたら溶けたから，温度が下がって出てき

た。

Ｔ：温度が関係していそうですが，どうして温度が下が

ると出てくるのでしょう。

（グラフを提示する。）

・最初に実験した時と同じ温度だと溶けないはずだか

ら。

・温度を上げると溶けたのだから，温度が下がると最初

と同じぐらいしか溶けなくなるから。

・何か出てきている。

・雪みたい

・キラキラで結晶みたい。

・氷水だとすぐ冷えるかも。

・思ったより早く出てくる。

Ｔ：結果を発表してもらいます。

・少しずつ出てきた。
・だんだんと沈んでくる。
・温度が下がるにつれて沈んできた。

Ｔ：このグラフを見て，なぜ出てきたか説明できますか。

・熱したときに多く溶けたから，溶けた量の分出てくる。
Ｔ：溶けていた量は，グラフだとどの部分ですか。
・50度では 5.7g で，冷えると

2.4gだから差が 3.3gのホウ
酸が沈んでくる。

・冷たくすると，熱した時に溶

けていた 2杯分は下に沈んで
くる。

・水温を 50 度に上

げてホウ酸を溶

かし，常温に戻し

たものを準備し

ておく。

・提示用グラフを使

って，説明させる

ようにする。

・50ml の水と水温

50 度で溶かした

量のホウ酸を提

示する。

・50度の飽和ホウ酸

水を丸形水槽の

水の中に入れさ

せる。

・50度の飽和ホウ酸

水は温度低下を

防ぐため，グルー

プ分，発泡スチロ

ール箱で保温し

ておく。

・グラフと関連付け

て説明させる。

とけていたものは，温度が下がると出てくるのだろうか。



６ 食塩の温度変

化による析出を

問題とし予想す

る。

〈予想分布〉

７ ５０度の食塩

水を水で冷やし，

食塩を析出させ

る実験を観察す

る。

８ 結果を共有し，

食塩の析出につ

いてまとめる。

Ｔ：ホウ酸水と同じように食塩水でも温度を下げたらど
うなるでしょうか。グラフも頼りにして考えましょう。

・温めても溶けないから，冷やしても出てこない。
・ホウ酸と同じようなものだから出てくる。
・溶ける量はほとんどかわらないが，グラフを見ると少

しだけ出てくると思う。
・グラフの差はほとんど一緒だから出てこない。

○出てくる（ホウ酸と同じように）・・・３分の１

○少しだけ出てくる・・・・・・・・・・３分の１

○出てこない・・・・・・・・・・・・・３分の１

Ｔ：50度に温めている食塩水です。
（水槽に入れて，冷やしはじめる。）

・出てこい，出てこい。

・35℃で食塩，きた。

・30℃でポツポツ出てきた。

Ｔ：結果は，「少し出てくる」ということのようです。グ

ラフで説明してください。

・（棒グラフの差を指さして）すき間分が出てくるとい

うこと。

・20℃と 50℃だと，溶ける量に差があるから，出てく

る量にも差がある。

・グラフを基に予想

させるようにさ

せる。

※【思考】（発言・記録）

溶けていたもの

は，温度を下げる

とその温度で溶

けきれない分が

出てくることを，

結果とグラフを

活用して考える

ことができる。

・少量の食塩が析出

されても，ホウ酸

ほど多くないこ

とを確認する。


